
■開催概要
（1）日 時 令和７年６月５日（木）１５時００分～１７時００分
（2）場 所 ＪＲ博多シティ（１０階大会議室）

□九州における交通バリアフリー化の実態と当事者参加の現状

１５時５０分～１６時２０分
講師 後藤秀和（ＮＰＯ法人 自立支援センターおおいた）

旅客船におけるバリアフリー化推進セミナー＠福岡

（1）自己紹介

（2）団体紹介

（3）大分県の交通バリアフリー状況

（4）改正バリアフリー法

（5）フェリーさんふらわあターミナル

（6）「特別なバリアフリー」から「あたり前のバリアフリー」

【内容】

【⽒ 名】後藤秀和

【所 属】ＮＰＯ法⼈⾃⽴⽀援センターおおいた

【年 齢】４８歳

【在 住】別府市（宮崎県⼩林市出⾝）

【障害名】頚髄損傷（17歳バイク事故）

（１）自己紹介
プロフィール

17歳の時に交通事故で頚髄を損傷し車椅子の生活となる。平成27年、現センターの理事長就任。これまで、IVLP（国務省人物交流プ
ログラム）に参加しアメリカ障害者施策（ADA法、人権、差別等）について学び、大分県では各種人権擁護委員をはじめ、講演及び講師
（市町村人権教育推進講座指導者養成指導者）等を努める。本講座内容の慣習等も行なっている。

平成05年07月 受傷
平成12年09月 トールペイントはな工房設立
平成17年02月 NPO法人自立支援センターおおいた入社
平成18年08月 ジェネラルマネージャー就任
平成22年08月 副理事長就任
平成23年03月 NPO法人自立支援センターおおいた退職
平成23年04月 自立生活センターゆぴあ設立
平成26年09月 ＮＰＯ法人ばりあな設立
平成26年09月 ＮＰＯ法人自立支援センターおおいた入社
平成27年03月 ＮＰＯ法人自立支援センターおおいた理事長就任

令和01年01月（講演）バリアフリーが集客の鍵 九州ソーシャルビジネスネットワーク
令和01年05月（委員）九州バリアフリー等連絡会議 兼 移動等円滑化評価会議九州分科会委員就任
令和01年07月（委員）大分県居住支援協議会委員
令和02年12月（委員）別府港UDターミナル推進協議会委員
令和02年12月（講演）別府大学
令和03年03月（講演）ユニバーサルツーリズム 体験型 講演会
令和03年05月（委員）大分県障がい者差別解消・権利擁護推進センター 相談事例検討委員会委員
令和03年05月（委員）東京2020オリンピック・パラリンピック応援別府市実行委員会委員
令和03年12月（講演）特別なバリアフリーからあたり前のバリアフリー（別府大学）
令和04年06月（講演）宇佐市隣保館
令和04年11月（講師）令和４年度市町村人権教育推進講座 指導者養成・指導者スキルアップコース
令和04年12月（講演）別府大学
令和05年02月（講演）国東市人権講座（社会教育課人権教育・部落差別解消推進係）
令和05年07月（講演）ユニバーサルデザインと社会づくり（大分大学）
令和05年08月（講演）ユニバーサルデザインと社会づくり（APU）



（2）団体紹介

Ⅰ.活動

（1）設立：2002年1月8日

（2）従業員数100名

■障害者スタッフ14名（正社員：9名/登録社員：5名）

■介助職員86名（正社員：27名/登録社員：59名）

（3）事業内容

■障害者支援・バリアフリーツアーセンター活動

■重度障害者の雇用

■訪問介護事業

■相談支援事業

国土交通省では、平成１８年１２月施行の「バリアフリー法」（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す
る法律）の趣旨を踏まえ、公共交通機関、建築物、道路などのバリアフリー化を進めるとともに、国民の意識啓発
に一層努めることとしております。このため、国土交通分野におけるバリアフリー化の推進に多大な貢献が認めら
れた個人又は団体を表彰し、バリアフリー化に関する優れた取組みを広く普及させるとともに、これらの諸活動を
奨励することを目的として、「国土交通省バリアフリー化推進功労者大臣表彰制度」を平成１９年度に創設しまし
た。

（受賞団体）
□日本航空株式会社/ 日本エアコミューター株式会社

小型機へのストレッチャー搭載の実現 等による離島航空
路線のバリアフリー 化、食物アレルギーツアーの企画等に
よるユニバーサルツーリズムへの積極的な取組

□札幌市交通局
乗降場のバリアフリー化、マナー教 育の徹底等ハード・ソ

フト一体と なったバリアフリーの実現

□大阪市交通局
ホームドア整備にあわせた既存路 線における車椅子使

用者の単独乗 降の実現

□鳥取県/日本財団/ 鳥取県ハイヤータクシー協会
官民一体となった先駆的なタクシー のバリアフリー化

□ＮＰＯ法人 自立支援センターおおいた
障害当事者による多面的な自立支援サービスの提供

第11回 国土交通省バリアフリー化推進功労者大臣表彰受賞

令和５年度「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣表彰

【1】フェリー

〇フェリーさんふらわあ（大分県別府市）～（大阪）

〇宇和島運輸フェリー（大分県別府市）～（愛媛県八幡浜）/（大分県臼杵市）～
（愛媛県八幡浜）

〇国道九四フェリー（大分県佐賀関）～（愛媛県三崎）

〇その他（姫島・無垢島・保戸島・大入島・大島・屋形島・深島）

【2】大分空港アクセス

〇空港リムジンバス

〇路線バス

〇タクシー

〇ホーバークラフト

【3】ＪＲ

（3）大分県の交通バリアフリー状況



さんふらわあ (くれない・むらさき)

（バリアフリー情報）

船内は段差は無く車椅子ユーザーも
移動がしやすい、スイートバリアフリー
ルームあり。他、シャワー室と兼用で多
目的トイレあり。その他、筆談ボード・コ
ミュニケ―ションボードの設置あり。ス
ロープを通り甲板へ行くことも可能。

https://parabeppu.com/spot/2205/

〇フェリーさんふらわあ（大分県別府市）～（大阪）

宇和島運輸フェリー（あかつき丸）

（バリアフリー情報）

車いす専用駐車スペースあり。館
内へは緩やかなスロープ。館内お
よび船内にバリアフリー対応トイレ
あり。乗り場食堂はテーブル席。乗
降船時は昇降機利用。

https://parabeppu.com/spot/2103/

〇宇和島運輸フェリー（大分県別府市）～（愛媛県八幡浜）
/（大分県臼杵市）～ （愛媛県八幡浜）

※2023年5月現在の情報

https://barifuri‐
oita.com/spot/54890/

〇国道九四フェリー（大分県佐賀関）～（愛媛県三崎）

姫島村営フェリー
https://barifuri‐oita.com/spot/70120/

保戸島離島フェリー（ニューやま2号）
https://barifuri‐oita.com/spot/67612/

保戸島フェリー乗り場
https://barifuri‐oita.com/spot/67584/

姫島港フェリー乗り場
https://barifuri‐oita.com/genre/traffic/page/2/

竹田津港フェリーターミナル
https://barifuri‐oita.com/spot/62282/

〇その他
（姫島・無垢島・保戸島・大入島・大島・屋形島・深島）



〇空港リムジンバス 〇路線バス

大分交通（エアライナー・リフト付き）

■運行路線
大分空港行：Z系統 大分駅前→（高
速経由）→大分空港
大分空港発：K系統 大分空港→（別
府経由）→大分新川

https://www.youtube.com/watch?v=e
iZXPZ0f_bg

https://parabeppu.com/sp
ot_category/traffic/

〇タクシー

別府市福祉タクシー（一覧）

〇ホーバークラフト

https://www.youtube.com/watch?v=tCOVUH
wLtmY

JR別府駅

https://parabeppu.com/spot/2081/

（バリアフリー情報）

車いす専用駐車スペース、乗降ス
ペースあり。バリアフリー対応トイレ
は3箇所。入口は一部自動。ホーム

まではエレベーターとスロープ。乗
降車時は簡易スロープを使用。

〇ＪＲ



JRソニック （4）改正バリアフリー法

令和２（2020）年度に、国土交通省が策定している「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」
が改正されました。

（トイレに関する主な改正内容）

・多機能便房（※）の機能分散

・車いす使用者用便房の大きさの見直し

これまで「多機能トイレ」「多目的トイレ」と言われていた施設・設備のガイドラインが改めて設けられました。この改
正を機に「多機能トイレ」「多目的トイレ」などの呼称も見直され、機能を分散した上で、体の不自由な方や高齢者
が利用する各種トイレを「高齢者障害者等用便房（バリアフリートイレ）」と総称することになりました。

（理由）

これまでのバリアフリートイレでは、車いすユーザー対応の設備、オストメイト、おむつ交換台やベビーシートなどの
乳幼児連れの方に必要な設備を集約してしまったために利用者が集中し、「本当に必要とする方たち、特に広い
空間を必要とする車いすユーザーがなかなか使えない」という事態を招いていました。そこで、これまでのバリアフ
リートイレに集約していた機能を分散して、よりたくさんの利用者がスムーズに使えるように整備していきましょう、と
いうことになりました。

高齢者障害者等用便房（バリアフリートイ
レ）



そのトイレしか「使えない人がいる」

【令和3年4月15日】
赤羽大臣が6席分の車椅子用フリースペースを整備したN700Sに試乗
国土交通省

車両における取組みとして、東海道新幹線については、車いすスペースを6席設置した新型車両N700Sを
追加投入するとともに、「EXサービス」でWEB予約可能な車椅子対応座席を拡大しています。 在来線につ
いては、車いすスペースを拡充した新形式の通勤型電車315系及び新型特急車両HC85系の投入により、
バリアフリー設備の整備を進めています。

DPI日本会議
https://www.dpi-japan.org/blog/workinggroup/traffic/n700s_report/

ハートビル法＝建物、施設等のバリアフリー
交通バリアフリー法＝道路、公共交通機関等のバリアフリー

2006年施行
※令和2年改正「改正バリアフリー法」

バリアフリー新法

バリアフリー法は、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」の通称で、高齢者や障がい者
が肉体的・精神的に負担なく移動できるように、街や建物のバリアフリー化を促進することを目的に、2006年
（平成18年）12月20日に施行されました。この法律では、高齢者や障害者が建物や交通機関における移動を
円滑にするため、利用者数や施設の規模により、駅や空港・ビル・ホテル・飲食店など、様々な施設でハードとソ
フトのバリアフリー化が義務づけられています。

【国基準】80㎝以上（義務基準）・90㎝以上（誘導基準）/※外への直結は120㎝以上（国基準）
※基準としては、電動車椅子利用も増え、外出を行う方々が増えた事も考え、誘導基準である90㎝以上を推奨する事が望ましい。

①出入口

【国基準】120㎝以上（義務基準）・180㎝以上（誘導基準）
※基準としては、車椅子利用者が離合できる寸法が必要と考え、150㎝～180㎝以上を推奨する事が望ましい。尚、施設の規模等によっては柔軟
な返答も必要。※150㎝はＩＰＣの基準に準ずる。

②通路

【国基準】幅 120㎝以上（義務基準）・150㎝以上（誘導基準）/勾配 1/12の角度：4.8%（標準）/1/15の角度：3.8%（推奨）
※勾配は、1/8を超えないこと。（建築基準法参照）。基準としては、通路同様、車椅子利用者が離合できる寸法が必要と考え、誘導基準である150
㎝以上を推奨する事が望ましい。尚、施設の規模等によっては柔軟な返答も必要。

③傾斜路

【国基準】籠幅：140㎝以上（義務基準）/160㎝以上（誘導基準）/奥行：135㎝以上
※基準としては、手動車椅子が２台程度乗車できる寸法となっているが、様々な方が利用すると考えると施設規模等によっては下記、ＩＰＣ基準寸
法を提案する事も良いと考える。
【17人乗り及び24人乗りのＩＰＣ基準寸法】①17人乗り：幅 200㎝ × 奥行き 135㎝

④ エ レ ベ ー
ター

【建築基準】寸 法：200㎝以上 × 200㎝以上/入口幅：80㎝以上(義務基準)・90㎝以上（誘導基準）/※車いすで回転できるスペース（直径180
㎝以上の円）を確保する。
※基準としては、上記の通りとなる。スペース内の配置に関して当事者の意見を取り入れた検討が必要であると考える。尚、近年では多目的トイレ
の分散化も進められている事から状況に応じて検討する事が望ましい。

⑤車椅子トイ
レ等

出入口：80㎝以上（前後の高低差を無くす）/店舗内通路：90㎝以上/テーブルの高さ：下端の高さ65㎝～70㎝程度/上端の高さ70㎝～75㎝程
度
※基準としては、出入口や通路に関しては大型の車椅子を使用する方が増えている事から90㎝～100㎝程度の広さが望ましい。またテーブルに
ついては、下端の高さが65㎝～70㎝程度となっているが、電動車椅子利用者の増加等も考えると下端の高さ70㎝～75㎝程度が望ましいと考
える。

⑥小規模店舗
の BF 化 に つ
いて

（各種基準・誘導寸法）

（補足）ＩＰＣとは？：国際パラリンピック委員会の略。
参考：Tokyo2020 アクセシビリティ・ガイドライン（ＰＤＦ/157Ｐ）



⾞椅⼦使⽤⾞⽤駐⾞場⼤分あったか・はーと駐⾞場（パーキングパーミット）

※⾞椅⼦使⽤者⽤駐⾞施
設とは、⾝体の機能上の
制限を受ける⼈が利⽤す
るための駐⾞スペースで
あり、幅が3.5m以上で施
設の出⼊⼝の近くに整備
されている。

（オレンジ・期限付き）
妊産婦、けが⼈

（緑）
⾞いす使⽤者以外の障が
い者、⾼齢者、難病者

（⾚）
⾞いす使⽤者 株式会社商船三井・株式会社商船三井さんふらわあ 「多様な乗船客に対応した、新造船とフェリーターミナルのユニバー

サルデザイン化への挑戦」
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_sunflower.html

● 新ターミナルのユニバーサルデザイン化

新ターミナルの整備にあたっては、障害当事者も参画する協議会を設立し、障害特性ごとにヒアリングを行い、円滑な移動
に関する課題及び解決方法について協議を実施した。協議会での検討結果を踏まえ、新ターミナルには屋根付き駐車ス
ペースを整備し、うち２台は駐車・出庫しやすいスルー型としたほか、ベビーケアルーム、補助犬用トイレ、カームダウン・クー
ルダウンルーム等を整備した。

近年全国各地の船舶や旅客船ターミナルでは、バリアフリー化が急速に進展している。その中でも本事例は国内における
有数の大型旅客船バリアフリーの優良事例として高く評価される。

乗船者にとって旅客船は非日常ではあるが一つの住まいであり街でもある。そのため旅客船には乗船者の期待に応えら
れる様々な難しいバリアフリー化が求められる。客室整備もその一つであるが、本事例では特にタイプ別の客室のバリアフ
リー化が工夫され、中小の旅客船にも十分に応用できる取組みがなされている。こうしたことが可能となったのは様々な障害
当事者等からの意見反映であると認識できる。

一方、別府国際観光港旅客船ターミナル整備では大分・別府市内の障害者団体代表らとの協議の場が継続的に設定さ
れ、理想的なバリアフリー化の作業が進められたが、本事業を支援した交通エコモ財団との協働作業の効果も記しておきた
い。

施設のバリアフリー化は法基準に基づくだけでは成立しないことが多く、設計者の工夫や事業者の長期的な取り組みが欠
かせない。これら二つの優れた事例は、障害当事者のみならず専門的知見のある関係機関、及び事業者の明確な取組み
姿勢が一体となって実現したものである。以上から本事例は国土交通大臣表彰として極めて相応しいものと認められる。

（5）フェリーさんふらわあターミナル



（6）特別なバリアフリーからあたり前のバリアフリー

2055年2025年2015年

3,626万人
（39.4%）

3,657万人
（30.3%）

3,395万人
（26.8%）

65歳以上高齢者人口（割合）

2,401万人
（26.1%）

2,179万人
（18.1%）

1,646万人
（13.0%）

75歳以上高齢者人口（割合）

精神障害者知的障害者身体障害者

614万人109.4万人436万人令和4年

1159.4万人（9.2％）

障がい者+高齢者＝4,816.4万人（39.5%）

※令和５年度障害者白書

①障がい者+高齢者＝4,816.4万人（39.5%）５人に２人が障害者又は高齢者

②「特別なバリアフリー＝福祉」から「あたり前のバリアフリー＝観光・経済・
合理的配慮」

ご家族、ご友人の中に、当たり前に「障がい者」、「高齢者」がいる社会

もしかするとご自身が当事者になる可能性も・・・

今、これから…自分たちがやれることを真剣に考えていくことが大切です

障害者、高齢者及びそのご家族・友人等が、旅行や観光を諦めることなく、沢山の選択肢によって、
自由に安心して出掛けることができる社会づくりが、今後、大きなカギとなる。

人口の40％「５人に２人」は・・・

高齢者・障害者



（1）バリアフリーを考える上で大切なこと

【1】間違った・惜しいバリアフリー

使いづらい
勿体ないなぁ…

【官民協働】 一緒に考えていくことが大切です。

合理的配慮「要配慮者研修」

令和6年度 別府市新採用職員要配慮者体験研修

https://www.youtube.com/watch?v=NlXbuLZn2DU



2024.6.19 令和６年度県・市町村福祉担当新任職員研修会

座学 座学 シルバーカー・ベビーカー体験

視覚障害体験 車椅子介助体験 聴覚障害体験

https://www.youtube.com/
watch?v=38tH‐
XpVMWE&t=58s

ベップ トリップ ワンランクアップ（別府バリアフリー観光）

ご清聴ありがとうございました


